
 
 
 

 
 

 
 

【切削管理】 
 

使用説明書 

 
ご使用の前に必ずこの「使用説

明書」をお読みの上、正しくお使

いください。 
また、本書をすぐに利用出来る

ように、分かりやすいところに保

管してください。 



       
  

 
 

 
 
 

はじめに 
 

この度は、｢切削管理｣をお買い上げいただき誠にありがとうございます。 
「切削管理」は、現況舗装面の水準測量から、修正縦断や横断勾配を計画し

て変更設計用の縦横断図と数量計算書を作成するソフトウェアです。 
本書は、本製品の基本的な操作手順や取り扱い方法について説明してい

ます。本製品の機能を十分にご活用いただくため、ご使用前に必ず本書をお

読みください。またお読みになった後は大切に保管してください。 
 

ウェストフィールド 株式会社 
 
 

           ＊＊＊ 重 要 ＊＊＊ 
 

・ このソフトウェアおよびマニュアルの一部または全部を無断で使用、複製

することは出来ません。 
 

・ このソフトウェアは、スタンドアローン版製品については、コンピューター1
台につき 1 セット、クライアントサーバー版製品についてはサーバーコン

ピューター1 台につき 1 セット購入が原則となっています。 
 

・ このソフトウェアおよびマニュアルは、本製品の使用許諾契約書のもとで

のみ使用することが出来ます。 
 

・ 大切な文書やデータは、必ずコピー（複製）をおとりください。 
お客様の誤操作及び本製品に異常が発生した場合、文書やデータが消

失することがあります。 
 

・ お客様が本製品を使用して作成した文書やデータに関し、当社は一切そ

の責任を負いかねますので、あらかじめご了承ください。 
 

・ 本製品の故障による障害、文書やデータの損失による損害、その他本製

品の使用により生じた損害について、当社は一切その責任を負いかねま

すので、あらかじめご了承ください。 
 

・ ソフトウェアの仕様およびマニュアルに記載されている内容は、将来予告

なしに変更することがありますので、あらかじめご了承ください。 
 

 



       
  

 
 

 
 
 

本書で扱う用語および操作方法について 
本書では、Windows の標準的な用語および操作方法を使って説明してい

ます。Windows を使用したことのない方は、予め操作して頂くか、あるい

は「Microsoft Windows2000/XP/Vista/7 ファーストステップガイド」など 
Windows に添付されているマニュアル類を通読されることをお奨めしま

す。 
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切削管理 

 

＜1＞ 
 
 

切切削削管管理理ににつついいてて  
舗装道路の切削工事を行うときには現況縦断を修正し、工事完成後に滑ら

かな道路にすることが求められます。しかし、縦断の修正はあくまでも横断

勾配の許容範囲内で行わなければなりません。また、切削数量にしても当

初の設計と大きく変わるような縦断の修正は望まれません。このように切

削計画は縦断勾配、横断勾配、切削数量などが密接に絡み合うため難しい

といわれています。 
 
まずセンターの縦断現況値を入力することから始まります。そして縦断計

画、横断計画を、各測点の横断の状況や、全体の平均切削厚、平均盛土厚、

レベリング厚などを確認しながら計画をたてることが出来ます。 
 
 

 
 



       
横断計画 

 
 

＜2＞ 
 
 

縦縦断断情情報報のの入入力力  
画面上の縦断図は下図のように、実際の縦断図と同じに各情報項目を配置

しています。マウスにより、データを入力する情報の欄にカーソルを移動す

ると、カーソルの先に黄色の枠が発生します。ここで左クリック操作を行うと

必要な項目にデータを入力することが出来ます。 
 
縦断情報入力画面では、縦断の測点情報（測点名、センターの現況値、幅

員など）、勾配情報（標高、VCL）、縦断検測点情報、横断の現況値を入力し

ます。 
また、横断現況高を入力した後は、横断図表示でプレビューを行うことが出

来ます。この画面では、縦断図で入力したセンターの標高と横断の現況高

で入力した路側とを仮に結んでみることが出来ます。 
 

 
 
 

 



       
縦断計画 

 
 

＜3＞ 
 
 

１．縦断計画の起動・終了 
縦断計画を新規起動する 

 
① 土木技を起動し、土木BOOK を開きます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
土木BOOKの作成方法については、別紙「基本システム」操

作マニュアルをご参照ください。 
 

② 土木 BOOK の「アプリケーションの起動」タブ選択時のツリーから「舗

装管理」＞「切削管理」＞「縦断計画」をクリックします。 

 
 
 

③ 画面上部の［入力］ボタンをクリックします。 
 
 
 
 
 

  補 足    



       
縦断計画 

 
 

＜4＞ 
 
 

④ 「縦断計画」を起動します。 
新規起動時には、「路線情報登録」画面を表示します。 
路線情報を入力し、［OK］ボタンをクリックしてください。 

 
 

「路線情報登録」画面の操作方法については、P8「路線情報

を登録する」をご参照ください。 
 

 
 

 
 

  補 足    



       
縦断計画 

 
 

＜5＞ 
 
 

縦断計画を修正起動する 
 

① 土木 BOOK の「アプリケーションの起動」タブ選択時のツリーから「舗

装管理」＞「切削管理」＞「縦断計画」をクリックします。 

        
 
 
② 画面上部の［入力］ボタンをクリックします。 

作成済み「縦断計画」が起動します。 
     

 
 

 
土木 BOOK の「ファイルの管理」ツリー、「電子納品の整理」

ツリーからも修正起動が可能です。 
 

 
 

 

  補 足    



       
縦断計画 

 
 

＜6＞ 
 
 

新規起動した縦断計画を終了する 
 
①  「切削縦断入力」画面右下にある［終了］ボタンをクリックします。 

 
「切削縦断入力」画面の右上にある×ボタンをクリックしても、

縦断計画を終了することが出来ます。 
 

② 「表示・印刷設定」画面を表示します。縦断図の図面に対する設定を行

い、画面下部の［OK］ボタンをクリックします。 

 
「表示・印刷設定」画面の操作方法については、P28「縦断図

面の用紙設定を行う」をご参照ください。 
 

③ 縦断計画を終了し、土木BOOK のメニュー画面に戻ります。 
土木 BOOK の画面右側に、作成した縦断図の図面プレビューを表示

します。 
          

  補 足    

  補 足    



       
縦断計画 

 
 

＜7＞ 
 
 

修正起動した縦断計画を終了する 
 
①  「切削縦断入力」画面右下にある［終了］ボタンをクリックします。 

 
「切削縦断入力」画面の右上にある×ボタンをクリックしても、

縦断計画を終了することが出来ます。 
 

② 終了確認メッセージを表示します。［はい］ボタンをクリックします。 

 
 

③ 「表示・印刷設定」画面を表示します。縦断図の図面に対する設定を行

い、画面下部の［OK］ボタンをクリックします。 

 
「表示・印刷設定」画面の操作方法については、P28「縦断図

面の用紙設定を行う」をご参照ください。 
 

④ 縦断計画を終了し、土木BOOK のメニュー画面に戻ります。 
土木 BOOK の画面右側に、修正した縦断図の図面プレビューを表示

します。 

  補 足    

  補 足    



       
縦断計画 

 
 

＜8＞ 
 
 

２．路線情報を登録する 
縦断計画の初回起動時、工事起点名称や、測点間距離、測点の冠名な

ど、基本となる情報を設定するための「路線情報登録」画面を表示します。 

 
 
縦断計画で登録した測点データは、展開図を作成する際などにも利用出来

ます。 
 
また、「路線情報登録」画面に入力した内容は、いつでも変更することが出

来ます。 
「切削縦断入力」画面のメニューから、「環境設定」＞「路線情報」を選択す

ることで、「路線情報登録」画面を表示します。 

 
 
 

 



       
縦断計画 

 
 

＜9＞ 
 
 

測点の冠名を設定する 
 

 

① 「冠名」欄に、測点の冠名を入力します。 
 

 製品出荷時点では、「No.」が入力されています。 
 冠名を設定すると、測点名入力時に「１」と入力するだけ

で、「No.1」と表示します。 

 

路線開始点の情報を設定する 
 
 

 
 

① 「路線開始点」枠の「工事起点の測点名」欄に、工事区間の起点となる

測点名称を入力します。 
 

工事起点測点がバーチカル曲線内の場合、バーチカル曲線

を設定することが出来ません。このような場合は工事起点以

前の測点も入力します。 
 
 

② 「路線起点から工事起点までの追加距離」欄に、路線起点から工事起

点までの追加距離を入力します。 
 

１つの路線に複数の施工業者が入っている場合、必ずしも工

区起点が路線の起点ではありません。１枚の縦断図を複数

の業者が使用することはよくあることです。 
ここでいう「追加距離」とは路線起点から工区起点までの距離

をいいます。 
  
       （例）測点間の距離が２０ｍの場合 

 開始測点名 開始追加距離 
１ Ｎｏ． ０      ０.０００ｍ 
２ Ｎｏ．１０    ２００.０００ｍ 
３ Ｎｏ．１５    ３００.０００ｍ 

 

  補 足     

  補 足     

  補 足     



       
縦断計画 

 
 

＜10＞ 
 
 

測点間距離を設定する  
 
 
 

① 「測点間距離」欄に、測点間の距離を入力します。 
 

製品出荷時点では、「20.000m.」が入力されています。 

 

 

路線情報の登録を確定する 
① 必要な項目を全て入力し、画面右下の［OK］ボタンをクリックします。

入力した路線情報を登録します。 
 

 
縦断計画の２回目の起動以降は、「路線情報登録」画面を表

示しません。路線情報を変更する場合は、メニューから「環境

設定」＞「路線情報」を選択して、画面を表示してください。 

  補 足     

  補 足     



       
縦断計画 

 
 

＜11＞ 
 
 

３．測点情報を入力する 
縦断計画を新規に起動した場合、「路線情報登録」画面で［OK］ボタンをク

リックすると、「測点登録」画面を表示します。 
この画面では、路線上の中心位置（CL ）の測点名と単距離、地盤高、幅員

の入力を行います。 

 
 
縦断計画の２回目の起動以降は、「測点登録」画面を表示しません。「切削

縦断入力」画面の「測点」行をクリックすると、「測点登録」画面を表示しま

す。 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 

 「切削縦断入力」画面の「測点」

行にマウスを合わせると、赤色の

四角形を表示します。 
この状態でマウスをクリックする

と「測点登録」画面を表示します。 



       
縦断計画 

 
 

＜12＞ 
 
 

① 以下の項目を参考にして「測点名」、「単距離」、「地盤高」を入力します。 
 

 「測点名」について 
 設計書に記載されている測点を入力します。工事起点は、この

画面で変更出来ません。変更する場合は「路線情報登録」画面

で行います。「路線情報登録」画面の操作方法については、P8
「路線情報を登録する」をご参照ください。 

 「単距離」と「追加距離」について 
 １測点前からの単距離を入力すると、追加距離を計算して自動

的に表示します。また、登録した冠名の測点を入力した場合は、

単距離も自動的に表示します。 
 「地盤高」について 

 現況高さを入力します。 
 「全幅員」「左幅員」「右幅員」について 

 「全幅員」を入力すると、入力した幅員を2分割して「左幅員」「右

幅員」に自動的に表示します。また、「左幅員」「右幅員」のいず

れかの値を変更すると、連動してもう片方の幅員も変更しま

す。 
 
② データの入力後、［OK］ボタンをクリックします。 

入力した測点情報がデータベースに登録されるとともに、縦断図の画面に

反映されます。    
 

測点入力行を挿入する 
① 「測点登録」画面で、入力行を挿入したい測点を選択します。 

測点名が黄色に変わります。 
 
 
 
 
 

② 画面右側の［行挿入］ボタンをクリックします。 
 
 
 
 

③ 選択した測点の 1 行上に空欄の入力行を挿入します。 
 
 



       
縦断計画 

 
 

＜13＞ 
 
 

測点入力行を削除する 
① 「測点登録」画面で、入力行を削除したい測点を選択します。 

測点名が黄色に変わります。 
 
 
 

 
② 画面右側の［行削除］ボタンをクリックします。 

 
 
 

③ 削除確認メッセージを表示します。 
［OK］ボタンをクリックします。 
 
 
 
 
 

④ 選択した行を削除します。 
 

 
 

 
 

測点情報一覧表を印刷する 
① 「測点登録」画面の右側にある［表印刷］ボタンをクリックします。 

 
② 印刷確認メッセージを表示します。 

［OK］ボタンをクリックします。 
 
 
 
 
 

③ 「測点登録」画面で入力した測点情報の一覧表を印刷します。 
 

「測点名」「単距離」「追加距離」「地盤高」「全幅員」「左幅員」

「右幅員」を確認することが出来ます。 
  補 足     
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＜14＞ 
 
 

４．修正縦断の計画を作成する 
修正縦断の計画を入力します。測点ごとに入力する必要はなく、勾配の変

化点（楕円で標高が記載されている箇所）だけを入力します。 
横断勾配が適切でない場合は、再度横断勾配情報の入力からやりなおす

ことが出来ます。工事開始点の標高、工事終点の標高は必ず入力する必

要があります。 
 

「測点名」「単距離」「追加距離」「地盤高」「全幅員」「左幅員」

「右幅員」を確認することが出来ます。 
 

 
 

 

現況値の縮尺を変更する 
縦断図の縮尺を変更して、従来なら分からない縦断の凹凸を際立たせ、

確認出来る縮尺に変更出来ます。 
現況縦断の凹凸を確認したうえで、修正縦断を計画します。 
 

① 「切削縦断入力」画面の左側にある縦断図の縮尺の   ボ

タンをクリックします。 

 
 

② 縦断図の縮尺が変更されます。 
現況値の凹凸を確認出来る縮尺に変更します。 
 

  補 足     



       
縦断計画 

 
 

＜15＞ 
 
 

工事開始点の標高を入力する 
① 「切削縦断入力」画面で、「勾配」行にマウスを合わせると、赤い四角形

を表示します。 
工事開始点の位置を選択し、マウスをクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
② 「標高入力」画面を表示します。 

「測点名」欄に、工事開始点名が表示されていることを確認し、「標高」欄

に、工事開始点の標高を入力します。 
 
 
 
 
 
 
 

③ ［登録］ボタンをクリックします。 
工事開始点の標高が登録されます。 
 
 
 
 
 
 



       
縦断計画 

 
 

＜16＞ 
 
 

勾配が変わる測点の標高とＶＣＬを入力する 
① 「切削縦断入力」画面で、「勾配」行にマウスを合わせると、赤い四角形

を表示します。 
勾配が変化する測点付近を選択し、マウスをクリックします。 

 
 

② 「標高入力」画面を表示します。 
「測点名」欄に、勾配が変化する測点が表示されていることを確認し、

「標高」欄に、測点の標高を入力します。 
 

③ 「VCL」欄に VCL データを入力します。 
 
 
 
 
 

縦断勾配が変化する箇所をスムーズに車両が通過出来るよ

う、緩和曲線を挿入します。（バーチカル曲線） 
ここで入力する数値はバーチカル曲線の範囲を表し、距離が

長いほど大きな緩和曲線となります。ただし工事開始測点に

はバーチカルを挿入することは出来ません。必要な場合は工

事起点を前方に移し、挿入することが出来ます。 
 

④ ［登録］ボタンをクリックします。 
勾配が変化する測点の標高、VCL が登録されます。 
 

 
 
 
 

  補 足     



       
縦断計画 

 
 

＜17＞ 
 
 

工事終点（ＥＰ）の標高を入力する 
① 「切削縦断入力」画面で、「勾配」行にマウスを合わせると、黄色い四角

形を表示します。 
工事終点の位置を選択し、マウスをクリックします。 

 
② 「標高入力」画面を表示します。 

「測点名」欄に、工事終点名（EP ）が表示されていることを確認し、「標

高」欄に、工事終点の標高を入力します。 

 
 

③ ［登録］ボタンをクリックします。 
工事終点の標高が登録されます。 

 
 

 

勾配変化点を修正する 
① 「切削縦断入力」画面で、「勾配」行にマウスを合わせると、赤い四角形

を表示します。 
修正したい測点にマウスを合わせ、クリックします。 

 
 
② 「標高入力」画面を表示します。 

勾配変化点のデータを修正してください。 
 

「標高入力」画面の［解除］ボタンをクリックすると、登録した勾

配変化点を削除することが出来ます。 
  補 足     



       
縦断計画 

 
 

＜18＞ 
 
 

５．横断現況高を入力する 
計測した各測点の路面の標高を入力します。 

 
① 「切削縦断入力」画面で、「横断現況高」行にマウスを合わせると、赤い

四角形を表示します。 
横断現況高を入力する測点の位置を選択し、マウスをクリックします。 

 
 

② 「横断現況高入力」画面を表示します。 

 
 

③ 「左測定距離」欄に、センターからの測定距離を入力し、、その位置の

現況を、「左現況高」欄に入力します。 

 
 

④ 画面の横断図表示エリアに、入力した内容が反映されます。 

 
各測点の「測定距離」は、前測点からの距離ではなく、センタ

ーからの距離を入力します。 
  補 足     



       
縦断計画 

 
 

＜19＞ 
 
 

⑤ 「左現況高」欄にデータを入力し、キーボードの「Enter」キーを押下す

ると、2 行目の入力項目を表示します。ひき続き、左幅員の現況データ

の入力を行ってください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑥ 左幅員の現況高の入力後は、「右測定距離」欄、「右現況高」欄に、右

幅員の現況高を入力します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

入力したセンターからの距離が幅員を超えた場合には、自動

的に「測定距離」列に幅員が代入されます。 
 

  補 足     



       
縦断計画 

 
 

＜20＞ 
 
 

現況高の入力行を挿入する 
③ 「横断現況高入力」画面で、挿入したい行を選択します。 

 
 

④ 画面右側の［行挿入］ボタンをクリックします。 
 
 
 

⑤ 選択した行の 1 行上に空白行を追加します。 

 
左幅員側で［行挿入］した場合は左幅員のみ、右幅員側で［行

挿入］した場合は右幅員のみ挿入します。 
 

現況高の入力行を削除する 
① 「横断現況高入力」画面で、削除したい行を選択します。 

 
 

② 画面右側の［行削除］ボタンをクリックします。 
 
 
 

③ 確認メッセージを表示します。［はい］ボタンをクリックします。 

 
 

④ 選択した行を削除します。 

 
左幅員側で［行削除］した場合は左幅員のみ、右幅員側で［行

削除］した場合は右幅員のみ削除します。 

  補 足     

  補 足     



       
縦断計画 

 
 

＜21＞ 
 
 

現況高の入力測点を変更する 
① 「横断現況高入力」画面で、現況高の入力を完了します。 

 
 

② 画面右側の  ボタンをクリックします。 
 

③ 現在表示している測点の前後にある測点の現況高入力画面に切り替

わります。 

 
 

④ 表示された測点の現況高を入力します。 
 
 
 

 



       
縦断計画 

 
 

＜22＞ 
 
 

横断現況高一覧表を印刷する 
切削の検測点は膨大な数となります。せっかく求めた路面の基準高も入力ミス

があれば、正確な切削ボリュームが得られません。 
ここでは、入力値を野帳と照らし合わせて確認出来るよう、横断現況高を印刷

する機能の紹介です。 
 

① 「横断現況高入力」画面の右側にある［表印刷］ボタンをクリックします。 

 
 

② 印刷確認メッセージを表示します。 
［OK］ボタンをクリックします。 

 
 

③ 「横断現況高入力」画面で現在選択している測点の左右幅員情報を印

刷します。 
 

「測点名」「左測定距離」「左現況高」「右測定距離」「右現況高」

を確認することが出来ます。 
 
 
 

  補 足     



       
縦断計画 

 
 

＜23＞ 
 
 

入力した横断図を確認する 
修正縦断は平坦な方がよいのですが、大きな変更は横断勾配に影響しま

す。ここでは、仮に作成した計画値と路側を結んだときの横断勾配をシュミ

レーションしますので、縦断計画の現実性を確認することが出来ます。 
センターが窪んだり横断勾配が急すぎなければ終了して「横断計画」に移

ります。不具合があった場合は、もう一度、縦断計画をやり直します。 
 
① 「切削縦断入力」画面で、「横断図表示」行にマウスを合わせると、赤い

四角形を表示します。 
横断図を確認する測点の位置を選択し、マウスをクリックします。 

 
 
② 「横断図プレビュー」画面を表示します。 

「測点登録」画面で入力した計画高と、「横断現況高」画面で入力した現

況高を同時に表示します。 

 
 

③ 画面左下の  ボタンをクリックするこ

とで、現在表示している測点の前後の測点の横断図プレビューを表示

します。 
 

 



       
縦断計画 

 
 

＜24＞ 
 
 

６．縦断図の表示を変更する 
これまでに入力した縦断図のデータ(センターの標高)と、横断現況高で入

力した路側のデータをもとに、センターの縦断図だけでなく、センターからの

任意の点の縦断図を見ることが出来ます。 
 

入力した横断図を確認する 
① 「切削縦断入力」画面の左側にある「表示位置」欄に「中心」と表示され

ています。これは、縦断図がセンターの位置を表示していることを表し

ます。 
 
 
 
 
 
 

② ［▼］ボタンをクリックして、「中心」「左路肩」「右路肩」のいずれか縦断

図を表示したい位置を選択します。 
 
 
 
 
 
 

③ 選択した位置の縦断図を、画面に表示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

横断現況高、計画高が未入力の部分は、縦断図にデータは

表示されません。 
  補 足     



       
縦断計画 

 
 

＜25＞ 
 
 

縦断図表示位置を登録する 
初期設定では、「中心」「左路肩」「右路肩」位置の縦断図の表示が可能です

が、横断図の表示位置は、お客様が自由に登録することが出来ます。 
 

① 「切削縦断入力」画面のメニューから、「表示」＞「表示検測点登録」と選

択します。 

 
 

② 「縦断検測点登録」画面を表示します。 

 
 

③ 「登録」枠から、左右どちらの幅員に対して表示位置を登録するか選択

します。 

 
 

④ 表示位置は、センターからどれだけ離れたところか入力します。入力

方法は、センターから何 m 離れた位置か、の場合と、センターから何

検測点目の位置か、です。 
センターから何検測点目を選択するのは、中央分離帯がある場合に使

用します。 
中央分離帯については、P59「中央分離帯のある横断図を作成する」

をご参照ください。 

 
 
 



       
縦断計画 

 
 

＜26＞ 
 
 

⑤ ［登録］ボタンをクリックします。 

 
 

⑥ 画面下部に入力した位置が登録されます。 

 

登録した表示位置は、「切削縦断入力」画面の左側にある

「表示位置」欄から選択することが出来ます。 

 
 

登録した横断図表示位置を削除する 
① 「縦断検測点登録」画面で、画面下部の表示位置一覧から削除したい

位置を選択します。 

 
 

② 画面右側の［削除］ボタンをクリックします。 

 
 

③ 確認メッセージを表示します。 
［はい］ボタンをクリックします。 

 
 

④ 選択した横断図表示位置を削除します。 

 
 

  補 足     



       
縦断計画 

 
 

＜27＞ 
 
 

登録した表示位置の縦断図を紙に印刷出来るように設定する 
「縦断検測点登録」画面で表示位置の登録時点では、「縦断計画」ソフトウェ

アの中では表示位置の縦断図を表示しますが、縦断図面として紙に印刷す

ることは出来ません。ここでは紙にも印刷出来るように設定を行います。 
 

① 「切削縦断入力」画面のメニューから、「表示」＞「表示検測点登録」と選

択します。 

 
 

② 「縦断検測点登録」画面を表示します。 

 
 

③ 画面下部の登録位置一覧から、印刷設定したい表示位置の「印刷」欄

にチェックを入れます。 

 
 

④ ［OK］ボタンをクリックします。 

 
 

⑤ 「切削縦断入力」画面に戻ります。 
そのまま縦断計画を終了すると、「印刷」チェックを入れた位置の縦断

図を作成しますので、印刷や CAD 編集を行うことが出来ます。 
 

 



       
縦断計画 

 
 

＜28＞ 
 
 

７．縦断図面の用紙設定を行う 
作成した縦断図は、紙に印刷して提出したり、電子納品データとして CAD
ファイルで保存します。 
ここでは、作成した縦断図の用紙サイズや、表題欄の付与など用紙に対し

ての設定を行います。 
 
① 「切削縦断入力」画面のメニューから、「環境設定」＞「表示・印刷設定」

と選択します。 

 
 

② 「表示・印刷設定」画面を表示します。 

 
縦断計画の終了時にも「表示・印刷設定」画面を表示します。 

 
 

③ 次ページ以降の説明に従って、用紙の設定を行ってください。 
 

  補 足     



       
縦断計画 

 
 

＜29＞ 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「CAD製図基準を設定する」 
全ての項目をＣＡＤ製図基準に沿って設定

します。 

「用紙サイズ」 
用紙サイズを設定します。 

「輪郭線の設定」 
輪郭線の表示/非表示、線幅、余白を設定し

ます。 

「線幅」 
図面の出力に使用する線幅を選択します。 

「表示・印刷に関する設定」 
図面の出力に使用する文字サイズを選択し

ます。 

「縦断図の縮尺」 
図面の出力に使用する縦断図の縮尺を入力

します。 

「表題欄の設定」 
表題欄の項目を設定します。 

「レイヤ設定」 
レイヤ構成を編集します。 

「工種選択」 
レイヤ設定ウィザードを開始します。 

「DL値に関する設定」 
DL値を全てのページで統一したい場合、チ

ェックを入れます。 



       
縦断計画 

 
 

＜30＞ 
 
 

８．ＣＡＤ製図基準に則った書類を作成する 
縦断計画の書類を各発注者が策定する CAD 製図基準（案）に沿った形式

で出力を行う方法を説明します。CAD 製図基準（案）では、書類の大きさや、

書類上の文字サイズ、線の太さや、使用するレイヤ構成などルールが多岐

にわたっています。 
縦断計画では、設定を行うことで、作成する図面をCAD製図基準（案）に沿

った形式で作成することが出来ます。 
 
 
① 「切削縦断入力」画面のメニューから、「環境設定」＞「表示・印刷設定」

と選択します。 

 
 

② 「表示・印刷設定」画面を表示します。 

 
縦断計画の終了時にも「表示・印刷設定」画面を表示します。 

 
 

  補 足     



       
縦断計画 

 
 

＜31＞ 
 
 

③ 画面左上の「CAD 製図基準を設定する」にチェックを入れます。 

 
 

④ 確認メッセージを表示します。［はい］ボタンをクリックします。 

 
 

⑤ 「表示・印刷設定」画面の各項目にチェックが入り、CAD 製図基準に則

った形での設定モードになります。 

 
 

⑥ 「用紙サイズ」枠から、出力する用紙のサイズを選択します。 

 
 
 
 



       
縦断計画 

 
 

＜32＞ 
 
 

⑦ 「輪郭線の設定」枠の「余白」欄に、出力する用紙の余白を入力します。 

 
 

⑧ 「線幅」枠から、出力する用紙の線の線幅を選択します。この線幅は、

用紙の輪郭線や縦断図の線など全ての線に反映されます。 

 
 

⑨ 「表示・印刷に関する共通設定」枠の「文字サイズ」欄から、出力する文

字のサイズを選択します。 

 
 

⑩ 「表題欄の設定」枠の［▼］から、発注機関を選択します。 

 
⑪ 「表題欄の設定」枠の［項目の入力］ボタンをクリックします。 



       
縦断計画 

 
 

＜33＞ 
 
 

 
 

⑫ 「項目入力」画面を表示します。 
以下の説明に従って、表題欄の項目を入力してください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

⑬ 設定を行い、［OK］ボタンをクリックします。 
「表示・印刷設定」画面に戻ります。 
 

［キャンセル］ボタン 
変更を破棄し、元の画面に戻ります。 

［OK］ボタン 
変更を確定し、元の画面に戻ります。 

［ページ選択］ボタン 
［<<］［>>］ボタンをクリックすることで、表題欄の入力ページを切り替えます。 
また、［▼］ボタンをクリックし、ページのリストから選択することも出来ます。 

［全ページコピー設定画面］ボタン 
「全ページコピー」画面を表示しま

す。この画面で情報を入力すると、

全ての表題欄に同じ内容を表示する

ことが出来ます。 

「コピー項目選択」枠 
表題欄に表示する文字を入力しま

す。 
「図面番号」欄は、「表示形式」欄か

ら選択することで、ページの表記方

法を変更することが出来ます。 



       
縦断計画 

 
 

＜34＞ 
 
 

⑭ 「レイヤ設定」枠の［工種選択］ボタンをクリックします。 

 
 

⑮ 「工種選択」画面を表示します。 
P74「レイヤ設定ウィザードについて」を参照し、レイヤの設定を行って

ください。 

 
 

⑯ ［OK］ボタンをクリックし、設定を確定します。 
 
 

 
 



       
横断計画 

 
 

＜35＞ 
 
 

 

横横断断情情報報のの入入力力  

１．横断計画の起動・終了 
横断計画を新規起動する 

 
① 土木技を起動し、土木BOOK を開きます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
土木BOOKの作成方法については、別紙「基本システム」操

作マニュアルをご参照ください。 
 

② 土木 BOOK の「アプリケーションの起動」タブ選択時のツリーから「切

削管理」＞「横断計画」をクリックします。 

 
 

③ 画面上部の［入力］ボタンをクリックします。 
 
 
 
 
 
 

  補 足    



       
横断計画 

 
 

＜36＞ 
 
 

④ 「切削横断計画」を起動します。 

 
 

「切削環境設定」画面の操作方法については、P42「切削環境

設定を行う」をご参照ください。 
 

 
 

 
 

  補 足    



       
横断計画 

 
 

＜37＞ 
 
 

横断計画を修正起動する 
 

① 土木 BOOK の「アプリケーションの起動」タブ選択時のツリーから「切

削管理」＞「横断計画」をクリックします。 

 
 
② 画面上部の［入力］ボタンをクリックします。 

 
 
 
 

③ 作成済み「切削横断計画」が起動します。 

 
土木 BOOK の「ファイルの管理」ツリー、「電子納品の整理」

ツリーからも修正起動が可能です。 
 

 
 

 

  補 足    



       
横断計画 

 
 

＜38＞ 
 
 

新規起動した横断計画を終了する 
 
① 「切削横断」画面右下にある［終了］ボタンをクリックします。 

 
「切削横断」画面の右上にある×ボタンをクリックしても、設計

書横断図を終了することが出来ます。 
 
 

② 「横断図CAD 出力（用紙指定）」画面を表示します。横断図の図面に対

する設定を行い、画面下部の［OK］ボタンをクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
「横断図 CAD 出力（用紙設定）」画面の操作方法については、

P63「横断図面の用紙設定を行う」をご参照ください。 
 
 
 
 
 
 

 

  補 足    

  補 足    



       
横断計画 

 
 

＜39＞ 
 
 

③ 「横断図 CAD 出力」画面を表示します。「横断図 CAD 出力（用紙設

定）」画面で設定した内容を画面に表示しますので、確認して画面右下

の［OK］ボタンをクリックします。 

 
 

④ 設計書横断図を終了し、土木BOOK のメニュー画面に戻ります。 
土木 BOOK の画面右側に、作成した横断図の図面プレビューを表示

します。 
          



       
横断計画 

 
 

＜40＞ 
 
 

修正起動した横断計画を終了する 
 
① 「切削横断」画面右下にある［終了］ボタンをクリックします。 

 
「切削横断」画面の右上にある×ボタンをクリックしても、設計

書横断図を終了することが出来ます。 
 

② 終了確認メッセージを表示します。［はい］ボタンをクリックします。 

 
 

③ 「横断図CAD 出力（用紙指定）」画面を表示します。横断図の図面に対

する設定を行い、画面下部の［OK］ボタンをクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
「横断図 CAD 出力（用紙設定）」画面の操作方法については、

P63「横断図面の用紙設定を行う」をご参照ください。 
 
 

  補 足    

  補 足    



       
横断計画 

 
 

＜41＞ 
 
 

④ 「横断図 CAD 出力」画面を表示します。「横断図 CAD 出力（用紙設

定）」画面で設定した内容を画面に表示しますので、確認して画面右下

の［OK］ボタンをクリックします。 

 
 

⑤ 設計書横断図を終了し、土木BOOK のメニュー画面に戻ります。 
土木 BOOK の画面右側に、修正した横断図の図面プレビューを表示

します。 
          

 
 
 

 
 
 



       
横断計画 

 
 

＜42＞ 
 
 

２．切削環境設定を行う 
横断計画を初回起動した際は、工事区間の範囲や工法、中央分離帯の設

定などを行うための「切削環境設定」画面を表示します。 
この画面は、横断データ入力中にも表示することが出来ますので、いつで

も設定の変更が可能です。 
 
① 横断計画の初回起動時に、「切削環境設定」画面を表示します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 初回起動以降に「切削環境設定」画面を表示する場合は、「切削横断」

画面のメニューから、「環境設定」＞「切削環境設定」と選択します。 
 

 
 
 
 
 
 

横断の計画値（切削管理値）を入力後、「切削環境設定」画面

の「計画横断を再作成する」にチェックを入れて［OK］ボタン

をクリックすると、入力した計画値は再計算されてしまいます。

横断計画値入力後の環境設定は、十分に注意してください。 
 

③ 「切削環境設定」画面の上部で、施工区間を選択します。 
 
 
縦断計画で入力した測点のうち、全測点ではなく一部分だけ

切削する場合には「工区選択」を選択し、切削対象となる測点

を選択します。 

  補 足     

  補 足     



       
横断計画 

 
 

＜43＞ 
 
 

全工区間の切削環境設定を行う 
① 「切削環境設定」画面の上部から「全工区」を選択します。 

 
 
 

② 「工法の選択」枠から、工法を選択します。 
「切削オーバーレイ工法」を選択した場合は、「オーバーレイ厚」欄に切

削する厚さを入力します。 
 
 
 
 

「オーバーレイ工法」を選択すると、レベリングは計算されま

せん。 
 

③ 施工場所に中央分離帯が存在する場合は、「中央分離帯の管理」枠の

「中央分離帯を管理する」欄にチェックを入れ、センターから何検測点

目までを中央分離帯とするか入力します。 
 
 
 

中央分離帯の操作方法については、P59「中央分離帯のある

横断図を作成する」をご参照ください。 
 

④ 「計画横断の擦り付け法」枠から計画横断の擦り付け方法を選択しま

す。「勾配を指定」を選択した場合は、左右の勾配を入力します 
 
 
 
 
 

 「路肩に摺り付け」 
 センターの計画高から左右の路肩の現況高に直

線を引きそれを計画高とすることを言います。 
 「勾配を指定」 

 指定された勾配でセンターの計画高から左右に直

線を引きそれを計画高とすることを言います。 
 

⑤ 設定を完了し、［OK］ボタンをクリックします。 

 

  補 足     

  補 足     

  補 足     



       
横断計画 

 
 

＜44＞ 
 
 

工区を選択して切削環境設定を行う 
① 「切削環境設定」画面の上部から「工区選択」を選択します。 

 
 
 

② 「工区の選択」枠から、工区の開始点、終了点を設定します。 
工区の開始点を 2 断面かあら設定する場合は、「開始測点を 2 断面に

する」にチェックを入れ、左右の幅員を入力します。 

 
 
 

③ 「工法の選択」枠から、工法を選択します。 
「切削オーバーレイ工法」を選択した場合は、「オーバーレイ厚」欄に切

削する厚さを入力します。 
 
 
 
 
 

「オーバーレイ工法」を選択すると、レベリングは計算されま

せん。 
 
 

④ 施工場所に中央分離帯が存在する場合は、「中央分離帯の管理」枠の

「中央分離帯を管理する」欄にチェックを入れ、センターから何検測点

目までを中央分離帯とするか入力します。 
 
 
 
 

中央分離帯の操作方法については、P59「中央分離帯のある

横断図を作成する」をご参照ください。 
 
 
 
 

  補 足     

  補 足     



       
横断計画 

 
 

＜45＞ 
 
 

⑤ 「計画横断の擦り付け法」枠から計画横断の擦り付け方法を選択しま

す。「勾配を指定」を選択した場合は、左右の勾配を入力します 
 
 
 
 
 

 「路肩に摺り付け」 
 センターの計画高から左右の路肩の現況高に直

線を引きそれを計画高とすることを言います。 
 「勾配を指定」 

 指定された勾配でセンターの計画高から左右に直

線を引きそれを計画高とすることを言います。 
 
 

⑥ 設定を完了し、［OK］ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

  補 足     



       
横断計画 

 
 

＜46＞ 
 
 

３．横断図を作成する 
 

① 「切削横断」画面で、横断図を作成する測点名を選択すると、「横断図」

列に［編集可］ボタンを表示します。 
［編集可］ボタンをクリックします。 

 
 
 

② 選択した測点の「横断情報入力」画面を表示します。 
「環境設定」画面で設定したとおりに、横断計画が表示されています。 

 
 

  

 



       
横断計画 

 
 

＜47＞ 
 
 

横断計画高を修正する 
この操作は、［左線］［右線］ボタンをクリックし、横断図作成モ

ードになっていないときに行う操作です。 
 

① 「横断情報入力」画面の右側にある「計画」タブを選択します。 

 
 

② 「横断情報入力」画面で、位置を調整したい横断図の点をクリックしま

す。 
選択した点と、1 つ前の点までの線が緑色に変わります。 
 

③ 画面左上に点の位置情報入力画面を表示します。 

 
 

④ 画面内の「測定距離」「標高」「片勾配」「計画高」を変更します。 
 

⑤ 入力した値に合わせて、点の位置を変更します。 
 

 入力項目でキーボードの［Enter］キーを押下すること

で、次の入力項目に移動します。 
 水平距離，高低差を変更すると法勾配が更新され、法

勾配を変更すると高低差が更新されます。 
 

  補 足     

  補 足     



       
横断計画 

 
 

＜48＞ 
 
 

横断現況高を修正する 
この操作は、［左線］［右線］ボタンをクリックし、横断図作成モ

ードになっていないときに行う操作です。 
 

⑥ 「横断情報入力」画面の右側にある「現況」タブを選択します。 

 
 

⑦ 「横断情報入力」画面で、位置を調整したい横断図の点をクリックしま

す。 
選択した点と、1 つ前の点までの線がピンク色に変わります。 
 

⑧ 画面左上に点の位置情報入力画面を表示します。 

 
 

⑨ 画面内の「測定距離」「標高」「片勾配」「計画高」を変更します。 
 

⑩ 入力した値に合わせて、点の位置を変更します。 
 

 入力項目でキーボードの［Enter］キーを押下すること

で、次の入力項目に移動します。 
 水平距離，高低差を変更すると法勾配が更新され、法

勾配を変更すると高低差が更新されます。 
 

  補 足     

  補 足     



       
横断計画 

 
 

＜49＞ 
 
 

横断図の基本的な作成方法 
① 「横断情報入力」画面の右側にある「計画」タブを選択し、［左線］ボタン、

または［右線］ボタンをクリックします。 

 
 

 「計画」タブでは計画高を、「現況」タブでは現況高を、

「切削」タブでは切削計画を変更出来ます。 
 ［左線］ボタンは左側路側、［右線］ボタンは右側路側の

横断図を作成します。 
 クリックしたボタンは、［終了］ボタンに置き換わって表示

されます 
 

② 横断図の路側からマウスまで点線が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③ 任意の位置でクリックします。 
点線が実線に変わり、実線の終点からマウスまで点線が表示されま

す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  補 足     



       
横断計画 

 
 

＜50＞ 
 
 

④ また、画面の左側に、クリックした位置の点名と、路側からの距離や高

さを設定する画面を表示します。 

 
 

⑤ 次の説明に従って、入力画面に情報を入力します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 横断計画高を変更すると横断切削高もあわせて変更さ

れます。  
 計画高を変更すると「切削縦断入力」画面にも反映され、

変更した計画高が表示されます。 
 

⑥ 同様に次の任意の位置でクリックし、その点の座標情報を入力しま

す。 

 

点 名 測点名と路側から何番目の測点かという情報を点名とします。 
測定距離 中心(赤の▼マーク)から現在選択している点（黄色の▼マー

ク）、までの測定距離を入力します。 
標 高 現状の点の標高を入力します。

片勾配 測定距離、標高を入力することにより片勾配を自動計算します

が、片勾配を直接指定することも可能です。その場合は測定距

離を基準とし、標高を再度計算表示します。   
計画高 計画高を入力します。 
体積の計

算対象 
ここのチェックを外すと前の点から現在の点までの体積を計算

対象から除外します。消雪パイプなどで控除したい場合に使用

します。 

  補 足     



       
横断計画 

 
 

＜51＞ 
 
 

⑦ 横断データの作成が終了したら、画面右側の［終了］ボタンをクリックし

ます。 
 

 
 
 
 
 

⑧ 「現況」タブ、「切削」タブをクリックし、現況高、切削厚の入力を行いま

す。 
 
 
 
 
 
 

⑨ 上記操作を繰り返し、横断図の作成が終了したら、画面上部の「測点情

報」枠の  ボタンをクリックし、次の変化点の

横断データの作成画面を表示し、データを作成してください。 
 
 

⑩ 横断データの作成が終了したら、画面右側の［OK］ボタンをクリックし

ます。 

 
 

⑪ 「切削横断」画面に戻ります。 

 
路側から左右に発生する線分はあくまでも路線と直角となり

ます。そのため、法勾配で擁壁等を指定し、その線分上に道

路、小段等がある場合には、縦断勾配がきつくなるほど「測

定距離」で指定した幅は実際の施工幅とは角度がつきます。

施工の際はご注意ください。  
 

  補 足     



       
横断計画 

 
 

＜52＞ 
 
 

誤った線分を削除する 
線分を描いている途中で、誤って余分な線分を描いてしまったときは次の

操作を行います。 
 
① 余分な線分を作図した時点で、マウスを右クリックします。 

 
 

② 削除確認メッセージを表示します。 
［はい］ボタンをクリックします。 

 
 

③ 作図した線分を削除します。 

 
 
 



       
横断計画 

 
 

＜53＞ 
 
 

作成した点を削除する 
この操作は、［左線］［右線］ボタンをクリックし、横断図作成モ

ードになっていないときに行う操作です。 
 

① 「横断情報入力」画面で削除したい横断図の点をクリックします。 
選択した点と、1 つ前の点までの線が緑色に変わります。 

 
 

② 画面右側の［点削除］ボタンをクリックします。 

 
 

③ 確認メッセージを表示します。 
［はい］ボタンをクリックします。 

 
 

④ 選択した点を削除します。 

 
 

  補 足     



       
横断計画 

 
 

＜54＞ 
 
 

作成した点と点の間に新たな点を挿入する 
この操作は、［左線］［右線］ボタンをクリックし、横断図作成モ

ードになっていないときに行う操作です。 
 

① 「横断情報入力」画面で挿入したい横断図の点をクリックします。 
選択した点と、1 つ前の点までの線が緑色に変わります。 
 
 
 
 

 
 
 
② 「横断情報入力」画面のメニューから「編集」＞「線分の分割」を選択し

ます。 
 
 
 
 
 
 
 
 

③ 前の点との間に黄色い点を表示します。マウスを動かし、任意の位置

でクリックします。 

 
 

④ 点を作成します。 
 
 

  補 足     



       
横断計画 

 
 

＜55＞ 
 
 

計画高の点と点を結び直線化する 
計画高の横断図は、あらかじめ登録した点と点を結んで直線化することが

出来ます。直線化した点に挟まれた点名、登録点の座標データは、再計算

して表示します。 
 

この操作は、［左線］［右線］ボタンをクリックし、横断図作成モ

ードになっていないときに行う操作です。 
 

① 「横断情報入力」画面の右側にある「計画」タブを選択します。 

 
 

② 直線化したい横断図上の点を選択します。 

 
 

③ 「計画」タブ内の［直線化］ボタンをクリックします。 
 

④ 「直線化」画面を表示します。 

 
 
 
 
 
 

  補 足     



       
横断計画 

 
 

＜56＞ 
 
 

⑤ 点と点の間を勾配を決めて直線化したい場合は、「勾配指定で直線化」

を選択して［OK］ボタンをクリックします。 
 
 
 
 
 
 

⑥ 画面左下に勾配の入力画面を表示します。希望する勾配を入力し、横

断図から、勾配を設定するもう 1 点を選択します。 
 
 

⑦ 初に指定した点と、新たに選択した点の間を、入力した勾配で直線

化します。 
 
 
 
 
 
 
 

⑧ 点と点の標高はそのままに直線化したい場合は、「直線結び」を選択し

て［OK］ボタンをクリックします。 
 
 
 
 
 
 

⑨ 横断図から、勾配を設定するもう 1 点を選択します。 
 
 
 
 
 
 
 

⑩ 初に指定した点と、新たに選択した点の間を直線化します。 
 
 
 
 



       
横断計画 

 
 

＜57＞ 
 
 

２断面を作成する 
この操作は、［左線］［右線］ボタンをクリックし、横断図作成モ

ードになっていないときに行う操作です。 
 

① 「横断情報入力」画面に、2 断面を作成したい測点（変化点）の横断図を

表示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 画面上部の「2 断面」欄から、［▼］ボタンをクリックして「後」を選択しま

す。 

 
 

③ 「横断図（幅員入力）」画面を表示します。2 断面の後ろ側の左右幅員を

入力し、［OK］ボタンをクリックします。 
 

 
 
 
 

④ 「横断情報入力」画面が、選択した測点の 2 断面後ろ側の横断図入力

に切り替わります。横断図を作成してください。 
 
 

 
 

 

  補 足     



       
横断計画 

 
 

＜58＞ 
 
 

作成した２断面を削除する 
① 「横断情報入力」画面にて横断図を作成後、画面右下の［OK］ボタンを

クリックし、画面を終了します。 

 
 

② 「切削横断」画面を表示します。2 断面を作成すると、測点一覧に「測点

名（2 断面）」を表示します。 

 
 

③ 2断面を削除するには、2断面を登録した測点の、表側測点の「2断面」

列のチェックを外します。 

 
 

④ 削除確認メッセージを表示します。［はい］ボタンをクリックします。 

 
 

⑤ 2 断面を削除します。 

 
 



       
横断計画 

 
 

＜59＞ 
 
 

中央分離帯のある横断図を作成する 
「切削環境設定」画面で「中央分離帯を管理する」にチェックを入れていた場

合、センターから設定した検測点数までは中央分離帯として管理します。 
 

① 「切削環境設定」画面で、「中央分離帯の管理」枠の「中央分離帯を管

理する」にチェックを入れ、センターから中央分離帯として管理する検

測点数を入力しておきます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 「横断情報入力」画面の右側にあるタブから任意のタブを選択し、［左

線］ボタン、または［右線］ボタンをクリックします。 

 
 

③ 横断図の路側からマウスまで点線が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



       
横断計画 

 
 

＜60＞ 
 
 

④ 任意の位置でクリックします。点線が赤色の実線に変わり、実線の終

点からマウスまで点線が表示されます。 

 
 

⑤ また、画面の左側に、クリックした位置の点名と、路側からの距離や高

さを設定する画面を表示します。また、画面内に中央分離帯であること

を表示します。 
「測定距離」「標高」「計画高」を入力し、中央分離帯の位置を指定しま

す。 

 
 

⑥ 「切削環境設定」画面で、中央分離帯に設定した検測点数の点以降か

ら、横断図の作成を開始してください。 

 
 
 
 



       
横断計画 

 
 

＜61＞ 
 
 

平均厚を計算する 
これまで、設計した縦断や横断計画を基に、平均切削厚と平均盛土厚、レベリ

ング厚を表示します。 
平均切削厚が当初設計とかけ離れている場合には、横断計画や、縦断計

画画面に戻り、再設計したのち、ボリュームを計算します。 
この過程を繰り返すことで、縦断と横断、切削数量を満足する計画を作成す

ることが出来ます。 
 

① 「横断情報入力」画面の右側にある［平均厚の計算］ボタンをクリックし

ます。 
 
 

② 「平均厚の計算」画面を表示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 

③ 全工区の平均厚を計算したい場合は、「全工区」を選択して［計算］ボタ

ンをクリックします。 
 

④ 工区を選択して平均厚を計算したい場合は、「工区選択」を選択して、

画面下部の「工区の選択」欄から希望する工区、幅員を選択し、［計算］

ボタンをクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑤ 計算を行い、「平均切削厚」、「平均盛土厚」、「レベリング厚」の計算結果を

表示します。 
 
 
 



       
横断計画 

 
 

＜62＞ 
 
 

４．横断図を複写（コピー）する 
横断図の複写機能について 

横断情報入力画面で登録した計画値、切削値のパターンを、他の測点から

複写することが可能です。複写したデータは中心高と勾配より再計算表示

します。 
 
① 「横断情報入力」画面で、複写する横断図を事前に作成しておきます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

② コピーする横断図を貼り付ける測点の横断図入力画面を表示します。 
 

③ メニューから「編集」＞「横断図複写」を選択します。 

 
 

④ 「横断図（横断図複写）」画面を表示します。［▼］ボタンからコピーする

横断図の測点を選択し、［複写開始］ボタンをクリックします。 

 
 

⑤ 現在選択している測点の横断図に、①で作成した横断図がコピーされ

ます。 
 



       
横断計画 

 
 

＜63＞ 
 
 

５．横断図面の用紙設定を行う 
作成した横断図は、紙に印刷して提出したり、電子納品データとして CAD
ファイルで保存します。 
 

用紙設定を行う 
① 「切削横断」画面のメニューから、「環境設定」＞「用紙設定」を選択しま

す。 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 「横断図CAD 出力」画面を表示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③ メニューから、「環境設定」＞「ページ指定」を選択します。 
 
 
 
 

④ 「横断図CAD 出力（用紙設定）」画面を表示します。 
 

 設計書横断図の初回起動時は、「横断図CAD 出力」画

面を表示せずに「横断図CAD 出力（用紙設定）」画面を

表示します。 
 設計書横断図の終了時にも「横断図CAD 出力（用紙設

定）」画面を表示します。 

  補 足     



       
横断計画 

 
 

＜64＞ 
 
 

⑤ 以下の説明に従って、用紙の設定を行ってください。 
 

 
 
  
 
 

 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

レイヤ設定 
レイヤ構成を編集します。 
 
 
［工種選択］ボタン 
レイヤ設定ウィザードを開

始します。 

測点 
印刷する測点を設定します。 

ＣＡＤ製図基準を設定する

全ての項目をＣＡＤ製図基

準に沿って設定します。 

用紙サイズ 
用紙サイズを設定します。 

輪郭線の設定 
輪郭線の表示/非表示、線

幅、余白を設定します。 

線幅 
図面の出力に使用する線幅を選択します。 

［ＯＫ］ボタン 
決定して元の画面に

戻ります。 

表題欄の設定 
表題欄の項目を設定します。 

帳票選択 
印刷する帳票を選択

します。 

配置レイアウト 
横断図の配置パターンを選択します 

幅員寸法線 
変化点ごとに幅員と勾配を表

示する場合に設定します。 

横断図詳細設定 
測点ごとの計算書に印刷する

大測点数を入力します 

種類選択 
現況のみの印刷をするか、現況と計画

の両方を印刷するか選択します 

文字（ＣＡＤ製図基準対

応） 
文字サイズ・禁則文字の 



       
横断計画 

 
 

＜65＞ 
 
 

⑥ ［OK］ボタンをクリックすると、「横断図CAD 出力」画面に戻ります。 
「横断図 CAD 出力（用紙設定）」画面で設定したレイアウトや設定を確

認してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ページを切り替えて用紙設定を確認する 
 

① 画面上部の「ページ」タブは、実際に印刷した時のページです。 
「ページ」タブを切り替えることで、表示するページを切り替えます。 

 
 
 
 
 



       
横断計画 

 
 

＜66＞ 
 
 

６．ＣＡＤ製図基準に則った書類を作成する 
設計書横断図の書類を各発注者が策定する CAD 製図基準（案）に沿った

形式で出力を行う方法を説明します。CAD 製図基準（案）では、書類の大き

さや、書類上の文字サイズ、線の太さや、使用するレイヤ構成などルール

が多岐にわたっています。 
設計書横断図では、設定を行うことで、作成する図面をCAD製図基準（案）

に沿った形式で作成することが出来ます。 
 

用紙設定を行う 
① 「切削横断」画面のメニューから、「環境設定」＞「用紙設定」を選択しま

す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 「横断図CAD 出力」画面を表示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③ メニューから、「環境設定」＞「ページ指定」を選択します。 

 
 



       
横断計画 

 
 

＜67＞ 
 
 

④ 「横断図CAD 出力（用紙設定）」画面を表示します。 

 
 設計書横断図の初回起動時は、「横断図CAD 出力」画

面を表示せずに「横断図CAD 出力（用紙設定）」画面を

表示します。 
 設計書横断図の終了時にも「横断図CAD 出力（用紙設

定）」画面を表示します。 
 

⑤ 画面左上の「CAD 製図基準を設定する」にチェックを入れます。 

 
 

⑥ 確認メッセージを表示します。［はい］ボタンをクリックします。 

 
 

⑦ 「横断図 CAD 出力（用紙設定）」画面の各項目にチェックが入り、CAD
製図基準に則った形での設定モードになります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  補 足     



       
横断計画 

 
 

＜68＞ 
 
 

⑧ 「用紙サイズ」枠から、出力する用紙のサイズを選択します。 

 
 

⑨ 「輪郭線の設定」枠の「余白」欄に、出力する用紙の余白を入力します。 

 
 

⑩ 「文字」枠から、基準とする文字サイズを選択します。 

 
 

⑪ 「線幅」枠から、出力する用紙の線の線幅を選択します。この線幅は、

横断図の全ての線に反映されます。 

 
 
 
 
 
 



       
横断計画 

 
 

＜69＞ 
 
 

⑫ 「表題欄の設定」枠の［▼］から、発注機関を選択します。 

 
 

⑬ 「表題欄の設定」枠の［項目の入力］ボタンをクリックします。 
 
 

⑭ 「項目入力」画面を表示します。 
以下の説明に従って、表題欄の項目を入力してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［キャンセル］ボタン 
変更を破棄し、元の画面に戻ります。 

［OK］ボタン 
変更を確定し、元の画面に戻ります。 

［ページ選択］ボタン 
［<<］［>>］ボタンをクリックすることで、表題欄の入力ページを切り替えます。 
また、［▼］ボタンをクリックし、ページのリストから選択することも出来ます。 

［全ページコピー設定画面］ボタン 
「全ページコピー」画面を表示しま

す。この画面で情報を入力すると、

全ての表題欄に同じ内容を表示する

ことが出来ます。 

「コピー項目選択」枠 
表題欄に表示する文字を入力しま

す。 
「図面番号」欄は、「表示形式」欄か

ら選択することで、ページの表記方

法を変更することが出来ます。 



       
横断計画 

 
 

＜70＞ 
 
 

⑮ 設定を行い、［OK］ボタンをクリックします。 
「横断図CAD 出力（用紙設定）」画面に戻ります。 
 

⑯ 「レイヤ設定」枠の［工種選択］ボタンをクリックします。 

 
 

⑰ 「工種選択」画面を表示します。 
P74「レイヤ設定ウィザードについて」を参照し、レイヤの設定を行って

ください。 

 
 

⑱ ［OK］ボタンをクリックすると、「横断図CAD 出力」画面に戻ります。 
「横断図 CAD 出力（用紙設定）」画面で設定したレイアウトや設定を確

認してください。 
 



       
横断計画 

 
 

＜71＞ 
 
 

７．横断図面のレイアウトを変更する 
「横断図 CAD 出力」画面では、表示する横断図を選択したり、ページ毎に

横断図の配置を設定することが出来ます。 
 

横断図の配置を変更する 
① 「横断図ＣＡＤ出力」画面上で、配置を変更する横断図をクリックします。

クリックした横断図が、赤枠で表示されます。 

 
 
 

② 選択した横断図をドラッグ＆ドロップすると、位置を移動出来ます。 

 
 



       
横断計画 

 
 

＜72＞ 
 
 

図面に印刷する横断図を選択する 
横断図面上に表示（印刷）する測点（変化点）を選択することが出来ます。 

 
① 「横断図ＣＡＤ出力」画面の右側にある「測点」枠には、横断図の測点

（変化点）として登録した測点が、一覧表示されています。 
横断図面として表示しない測点のチェックを外します。 

 
 

② 「横断図ＣＡＤ出力」画面の左側の横断図面の用紙プレビューから、チ

ェックを外した測点は表示されなくなります。 
 

 ［全測点解除］ボタンをクリックすると全ての測点のチェックが

外れます。 
［全測点解除］ボタンをクリックすると、ボタン名が［全測点選

択］に変更されます。この時にボタンをクリックすると、全ての

測点にチェックが付きます。 
 

  補 足     



       
横断計画 

 
 

＜73＞ 
 
 

横断図の縮尺を変更する 
① 「横断図ＣＡＤ出力」画面で、縮尺を変更する横断図を選択します。 

選択した横断図が、赤枠で表示されます。 
 

② 画面右下にある「横断図縮尺」枠から縦、横の縮尺を入力します。 

 

  ボタンをクリックすると、10 単位で縮尺を変更します。 

 
③ 選択した横断図が、指定した縮尺率で表示されます。 

 

横断図の縮尺を一括変更する 
横断図面 全ページの横断図の縮尺を一括変更することが出来ます。 
 
① 「横断図ＣＡＤ出力」画面の右下にある［全横断図選択］ボタンをクリック

します。選択した横断図が、赤枠で表示されます。 

 
 

② 画面右下にある「縮尺」枠から縦、横の縮尺を入力します。 
 

③ 全ての横断図が、指定した縮尺率で表示されます。 
 

④ 縮尺が個別に設定されていた場合、［全横断図選択］ボタンを下記メッ

セージを表示します。横断図の縮尺を一括変更する場合は、［OK］ボ

タンをクリックしてください。 

 
 

  補 足     



       
レイヤ設定ウィザード 

 
 

＜74＞ 
 
 

レレイイヤヤ設設定定ウウィィザザーードドににつついいてて  

レイヤ設定ウィザードとは 
レイヤ設定ウィザードを使用すると、CAD 製図基準で設定されているレイ

ヤ構成に合わせて、自動的に各作図アイテムを出力します。事前協議で変

更された項目に合わせて、標準のレイヤ構成を編集することも出来ます。 
 

１．工種レイヤ画面 
「工種選択」画面 

［工種選択］ボタンをクリックすることにより、表示されます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工種選択 
工種のリストを表示します。

作成する図面にあった工種

を選択します。 

［次へ>>］ボタン 
「レイヤ一覧」画面へ進みます。 

［キャンセル］ボタン 
元の画面に戻ります。 

レイヤ構成 
選択した工種のレイヤ構成を

表示します。 



    
 

レイヤ設定ウィザード 

＜75＞ 
 
 

「レイヤ一覧」画面 
「工種選択」画面で［次へ＞＞］ボタンをクリックすると表示されます。選択し

たレイヤ構成を編集出来ます。 
 

 

 

 

 

 

 

［次へ>>］ボタン 
「出力レイヤ設定」画面へ

進みます。 

［キャンセル］ボタン 
元の画面に戻ります。 

［<<戻る］ボタン 
「レイヤー一覧」画面へ戻り

ます。 

［新規］ボタン 
レイヤを新規に作成します。 

［コピー］ボタン 
選択しているレイヤを複製し

たレイヤを作成します。 

［削除］ボタン 
選択しているレイヤを削除し

ます。 

責任主体 
レイヤの責任主体を選

択します。 
 
レイヤ名 
レイヤ名を編集します。 
 
別名 
レイヤ名の別名を入力

します。FWCAD の編

集時に使用出来ます。 
 
色 
レイヤに描画されるア

イテムの色を選択しま

す。レイヤ属性使用にチ

ェックが入っていない

と有効になりません。 
 
線種 
レイヤに描画されるア

イテムの線種を選択し

ます。レイヤ属性使用に

チェックが入っていな

いと有効になりません。 
 
メモ 
レイヤ名の説明を入力

します。FWCAD の編

集時に使用出来ます。 

レイヤ属性使用 
チェックを入れるとレイヤに設定

した色と線種を使用してアイテム

を描画します。 

入力 
レイヤの状態を編集します。 



    
 

レイヤ設定ウィザード 

＜76＞ 
 
 

「工種の保存」画面 
「レイヤ一覧」画面でツールメニューのレイヤー構成の保存を選択すること

によって表示されます。編集したレイヤ構成を保存し、次の図面から保存し

たレイヤ構成を選択出来ます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［保存］ボタン 
工種を保存し、元の画面に戻ります。 

［閉じる］ボタン 
元の画面に戻ります。 

［削除］ボタン 
選択したフォルダーや工種を削除します。選択

したフォルダー以下にサブフォルダーや工種

がある場合は、削除出来ません。 

［フォルダー作成］ボタン 
工種を整理するためのフォルダーを作成しま

す。 

工種名 
保存するレイヤ構成の工種

名を入力します。 

ユーザーデータ 
保存されているユーザーデ

ータを表示します。 



    
 

レイヤ設定ウィザード 

＜77＞ 
 
 

「出力レイヤ設定」画面 
「レイヤ一覧」画面で［次へ＞＞］ボタンをクリックすると表示されます。アプ

リケーションで作図する１つ１つのアイテムをどのレイヤに出力するのかを

設定します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
［キャンセル］ボタン 
変更を破棄して、元の画面

に戻ります。 

［完了］ボタン 
変更を確定して、元の画面

に戻ります。 

［<<戻る］ボタン 
「レイヤ一覧」画面に戻り

ます。 

［レイヤ選択］ボタン 
「出力先レイヤの選択」画面を表示

します。作図アイテムの出力先を変

更します。 

作図アイテム→出力先レイヤ選択 
作図アイテムの一覧と出力先レイヤを表

示します。 

選択されている工種 
選択されている工種の一覧を表示

します。 



    
 

レイヤ設定ウィザード 

＜78＞ 
 
 

「出力先レイヤの選択」画面 
「出力先レイヤ設定」画面で［レイヤ選択］ボタンをクリックすると  表示さ

れます。作図アイテムを出力するレイヤを選択します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［OK］ボタン 
変更を確定して、元の画面

に戻ります。 

［キャンセル］ボタン 
変更を破棄して、元の画面

に戻ります。 

出力先レイヤ 
出力先レイヤを選択します。 



    
 

レイヤ設定ウィザード 

＜79＞ 
 
 

２．レイヤ設定ウィザードを操作する 
工種を選択する 

レイヤ設定ウィザードを起動して、作成する図面の工種を選択します。 
 
① 各CAD 製図基準対応画面の「レイヤ/文字」タブの中で、「レイヤ」枠の

中にある［工種選択］ボタンをクリックします。 
 

② 「工種選択」画面を表示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③ 「工種を選択してください」枠の「提供データ」フォルダか、「ユーザーデ

ータ」フォルダから、使用する工種を選択します。 

 
 

④ 工種を選択すると、「選択された工種ファイルのレイヤ構成」枠内にレ

イヤ構成一覧を表示します。 

 
 

⑤ 選択した工種に間違いがなければ、画面下部の［次へ>>］ボタンをクリ

ックします。 
 



    
 

レイヤ設定ウィザード 

＜80＞ 
 
 

 
⑥ 「レイヤ一覧」画面を表示します。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［次へ>>］ボタン 
「出力レイヤ設定」画面へ

進みます。 

［キャンセル］ボタン 
元の画面に戻ります。 

［<<戻る］ボタン 
「レイヤー一覧」画面へ戻り

ます。 

［新規］ボタン 
レイヤを新規に作成します。 

［コピー］ボタン 
選択しているレイヤを複製し

たレイヤを作成します。 

［削除］ボタン 
選択しているレイヤを削除し

ます。 

責任主体 
レイヤの責任主体を選

択します。 
 
レイヤ名 
レイヤ名を編集します。 
 
別名 
レイヤ名の別名を入力

します。FWCAD の編

集時に使用出来ます。 
 
色 
レイヤに描画されるア

イテムの色を選択しま

す。レイヤ属性使用にチ

ェックが入っていない

と有効になりません。 
 
線種 
レイヤに描画されるア

イテムの線種を選択し

ます。レイヤ属性使用に

チェックが入っていな

いと有効になりません。 
 
メモ 
レイヤ名の説明を入力

します。FWCAD の編

集時に使用出来ます。 

レイヤ属性使用 
チェックを入れるとレイヤに設定

した色と線種を使用してアイテム

を描画します。 

入力 
レイヤの状態を編集します。 
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使用するレイヤを編集する 
各レイヤの色や線種を設定します。 
「工種選択」画面で提供データを選択すると、CAD 製図基準で設定された

標準のレイヤ構成が読み込まれます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
① 「レイヤ属性使用」欄のチェックを編集します。 

チェックをつけることにより、レイヤに設定した色と線種でアイテムが出力さ

れます。 

 
CAD 製図基準に対応した図面を作図する場合は、チェック

をつけます。 
 

② 「責任主体」欄から、責任主体を選択します。 
 

 

 
 

        責任主体は通常、施工を表す「C」を選択します。 
 

① 「レイヤ名」欄にレイヤ名を入力します。 
 

 
 

  補 足    

  補 足    
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④ 「別名」欄、「メモ」欄に別名、メモを入力します。 
 

 
 

        別名、メモは FWCAD でレイヤ名とともに表示されます。 
 

⑤ 色を選択します。 
 

 

 

 

 

 

 
⑥ 線種を選択します。 
 

 

 

 
⑦ 画面左下にある［新規］ボタン、または［コピー］ボタンをクリックして、

必要なレイヤを追加します。 
⑧ 不用なレイヤは、画面左下の［削除］ボタンをクリックして、削除しま

す。 
⑨ レイヤの順序を変更は、画面左下の［↑］ボタン、［↓］ボタンをクリック

します。 
 

⑩ 画面下部の［次へ>>］ボタンをクリックします。 
「出力レイヤ設定」画面を表示します。 

 

  補 足    
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出力レイヤを設定する 
「出レイヤ設定」画面で、書類に作図する各アイテムを、どのレイヤに出力

するかを設定します。 
 

 

 

 

 

 

 

 
① 「作図アイテム→出力先レイヤ選択」枠から、出力レイヤを変更したい

作図アイテムを選択します。 
 

 

 

 

 

 
② 画面下部にある［レイヤ選択］ボタンをクリックします。 

「出力先レイヤの選択」画面を表示します。 

出力先レイヤを選択し、［OK］ボタンをクリックします。 
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③ 「出力先レイヤ設定」画面に戻ります。 
 

④  他のレイヤについても同様の設定を行う場合は、①～③の作業を繰

り返します。 
 

⑤  作業終了後、「出力先レイヤ設定」画面の下部にある［完了］ボタンを

クリックします。 
 

⑥ 設定が完了し、元の画面に戻ります。 
ソフトウェアを終了すると、設定したレイヤに沿って書類を作成します。 



       
用語の説明 
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用用語語のの説説明明  
 

オーバーレイ工法 
道路を削らずにそのままその上にアスファルトを被せてしまうことをオーバ

ーレイ工法といいます。 

 
 
 

切削オーバーレイ工法 
一度表面のアスファルトを削り、舗装しなおすことを切削オーバーレイ工法

といいます。 

 
 
 
 
 

平均切削厚／平均盛土厚 



       
用語の説明 
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全ての測点の切削厚を平均したものを平均切削厚といいます。同様に全

ての測点の盛土厚を平均したものを平均盛土厚といいます。 
 
 
 

平均レべリング厚 
切削高より現況高が低いところに土を盛ることをレベリングといいます。全

ての測点のレベリング厚を平均したものを平均レベリング厚といいます。 
 

 
 

レベリング厚 



 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Copyright （c） 2010 WESTFIELD Co., LTD. 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /FRA <>
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for improved printing quality. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308000200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e30593002537052376642306e753b8cea3092670059279650306b4fdd306430533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e30593002>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <FEFFd5a5c0c1b41c0020c778c1c40020d488c9c8c7440020c5bbae300020c704d5740020ace0d574c0c1b3c4c7580020c774bbf8c9c0b97c0020c0acc6a9d558c5ec00200050004400460020bb38c11cb97c0020b9ccb4e4b824ba740020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c2edc2dcc624002e0020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b9ccb4e000200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee563d09ad8625353708d2891cf30028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f003002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c4fbf65bc63d066075217537054c18cea3002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


